平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書

	会　　派　　名
	市民ネット・むろらん

	議　　員　　名
	小田中　稔、水江　一弘、児玉　智明、高橋　直美、立野　浩靖

	調査実施年月日
	平成２４年１０月１０日

	調査先　自治体名等
	福井県　福井市

	調　査　項　目
	「改善王選手権」について

	調　査　目　的
	導入の経緯と取組みの内容について

室蘭市における導入の可能性について

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：２６８，９１０人（Ｈ２３．１０．１現在）　　　行政面積：５３６．１７ｋ㎡

２　視察内容

1 「改善王選手権」の導入の経緯について

2 導入からの取り組みについて

3 前年度までの成果と課題について

4 今年度の取り組みについて

5 今後の課題について

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	福井市においては行政評価制度の実施にともない、平成１０年度に公共事業評価、平成１１年度に事務事業評価、平成１４年度施策振興管理システムの実施。施策進行管理システムは自治体職員が無意識に持つ「壁」と、大組織が陥りやすい縦割りの「壁」を打開するため、色々なことを前向きに考えられる職員の育成・組織風土づくりが必要ではないかという担当者の想いから４６の施策を中堅・若手職員のワーキンググループが評価、施策にぶら下がる事務事業について必要性や有効性をチェック、改善方法を考案し担当課に提案などを行うシステムで発進したが、市町村合併にかかる事務で忙しい、職員削減の影響でみんな忙しいなどの要因で平成１６・１７年度の２年とも実施見送りになり、一方で職員提案制度の形骸化、全国的に業務改善運動が広がっているのを知ったようです。平成１８年に市長が交代し職員による施策の庁内コンペを実施、創意工夫を凝らしたゼロ予算事業の展開により庁内コンペ「改善王選手権」の開催が行われるようになった。３つの部門①施策の提案部門②ゼロ予算部門③業務改善部門に該当する提案を募集コンペを実施して優秀提案を選定するといった内容で、取組みの視点としては市民サービスの向上となるもの、市民との協働が進むもの、業務の正確性を向上させるもの、業務の効率化が進むもの、経費の削減、または収入の増加になるものになっております。職員によって改善点を見つけ合いより良いサービスの提供につながっていることから本市においても参考になる事例が多く見受けられました。今後業務改善運動に取り組むポイントとして①やらされ感の解消②小規模の身近な改善から取組み、実践すること③前例や慣習にとらわれない④表彰や広報等で優れた取り組みの全庁的な共有⑤腹八分目の満足でOK⑥遊び心を持って主体的に取り組む⑦成果や目立つことを意識しすぎず、地道に取り組む⑧毎年習慣づいた運動の成果が、別の形で現れるとの事で、本市においても取り組むべき内容でした。


